
 

平成２５年度版（NO.９）                                   発行：平成２６年３月１２日 

 

   卒業時期を思わせる花が目につくようになりました。学年のしめくくりに日々、 

充実した時間をお過ごしのことと思います。 

今年はインフルエンザに怯えることも少なかったようですが、PM2.5 の  

飛来への対処が必要なようです。  
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来年度に向けて… 
           

来年度は黒潮町教育研究会 中学校部会に教科部会ができる予定です。 

部会の中で、学力テストの分析なども行うといいですね。 

 

研修報告   「「「「第第第第７７７７回黒潮町中学校数学担当者会回黒潮町中学校数学担当者会回黒潮町中学校数学担当者会回黒潮町中学校数学担当者会」」」」                    平成平成平成平成２６２６２６２６年年年年２２２２月月月月７７７７日日日日（（（（金金金金）））） 
      
  今年度黒潮町では『一人一人の思考力・表現力をのばす』をテーマに、中学校数学科の授業づくりに

関する研修を行っています。西部教育事務所より指導主事をお招きして、「学力テストの分析のポイント」 

「学力テストの活用の方法」「一人一人の思考力・表現力をのばす授業研究（公開授業）」などを行ってき

ました。小学校教諭の私にとっては、小学校での授業が中学校にどうつながっていくのか、小学校での課

題がそのまま中学校の課題となっていることなど、今後の指導に活かせる発見がたくさんあって大変勉強

になっています。また、３人の先生方の熱心な取り組みにより、１月に行われた高知県学力定着状況調査

では、高知県平均を上回る結果が出ました。 

     
【本日の内容】 

 ❍平成２５年度高知県学力定着状況調査の結果より・・・・西部教育事務所 宮崎指導主事 

  ・今年の傾向 

   ☆平成２５年度全国学テで正答率が低かった問題 

   ☆これまでの学テで正答率が低かった問題 

                ↓ 

   これまでに課題とされていたところが指導改善できているかを見る 

 

 ≪課題≫ 

   ★数学用語と記号の理解 

    問題文の数学用語が理解できていなかったり、意味を取り違えていたりするので無解答 

    誤答が多くなっているのではないか 

   ★数と式の領域が弱い 

   ★数と式では選択式も正答率が低い 

 

 ❍各校の答案分析 

  ・正答率の低かった問題の解答類型を見て、生徒の理解度・今後の指導について検討 

 

  
他校の傾向と比較することで、自分の指導の課題や生徒の理解の課題が見えてきます。 

解答類型から生徒の理解の状況も見えてきて、今後の指導の在り方を考えることができました。

複数で分析できたことはとても意義のあることでした。 



漢字 

◆正答率の低い問題Worst３ 

  【読み】 
  1 2 3 

１学年 七日（８４．０％） 一日（８６．４％） 八つ（８７．７％） 

２学年 十かい（３６．９％） 川下（４７．７％） 見学（４９．２％） 

３学年 期待・酒屋（５５．４％） 休息・新緑（６０．０％） 乗客（６４．６％） 

４学年 唱える（７７．３％） 期待（８４．１％） 印刷（８５．２％） 

５学年 寄付（５７．１％）  構える（６３．３％） 快い（６７．３％） 

６学年 穀物・快い（６９．３％） 樹木（７７．３％） 志す（８６．４％） 

  【書き】 

  1 2 3 

１学年 入る（８３．５％） 三日（８８．６％） 九日・赤い・耳（８９．９％） 

２学年 親友（４４．６％） 東京（５０．８％） 小川（５２．３％） 

３学年 整列（３５．４％） 商店（４６．２％） 使用する（５２．３％） 

４学年 号令（３６．４％） 試験（４８．９％） 達成（５２．３％） 

５学年 清潔（３６．７％） 提示（４０．８％） 復興（４３．９％） 

６学年 変革（３８．６％） 疑問（４６．６％） 専門（４８．９％） 

 

昨年度、全学年で正答率の低かった漢字が今年も正答率が低かったです。正答率の低い 

漢字は、普段の生活の中で使うことが少ないもの、或いは間違えて覚えているものが多いと 

感じました。読書をする、新聞を読む、意味調べをする、また書くこと（日記、作文、 

ノート等）などを通して、漢字を使う機会を多くし、語彙を増やしていくことが大事で 

あるとおもいました。    

 

 

    黒潮町力だめしテスト（小学校） 
                       Ｈ２５．１２月実施 

２学期末の忙しい時期の実施で慌ただしかったことと思います。 

遅くなりましたが、集計・分析が完了しましたので結果の一部を紹介します。 

昨年度の反省から、今年度はとても丁寧に添削されている先生が多く、 

   集計を短時間で終えることができました。 

    各校の詳しい結果は、学力向上委員会で研究主任の先生にお渡ししています。 

   今年度のしめくくりの学習にご活用ください。 

 

       

計算  

    ◆正答率の低い問題Worst３ 
  1 2 3 

１学年 □は１０と８（８８．９％） １０と７で□（９２．６％） 
２と□で７、９＋４、７－３，１０－８ 

１３－９、１４－８、(９６．３%) 

２学年 １０２－６５（７８．５％） １４６－８９（８３．５％） 
８５－２６、７０－３４、７×４ 

（８７．３％） 

３学年 ４－１．３(６３．１%) ７．３＋４．３（８１．５％） 
５４３－２７６、８７５×７    

（８３．１％） 

４学年 ２８６×６７（６０．２％） ４－１．３（６２．５％） 
４と 4/8－１と 5/8、８－３．５４ 

（７３．９％） 

５学年 ３４０÷７．２（４６．９％） ４９÷２．３（４６．７％） ２４．３÷７（６２．２％） 

６学年 ４９÷２．３（５１．１％） ２４．３÷７（５１．２％） ５/９÷２と１/7（７１．６％） 

 

  学年ごとの傾向は昨年と変わっていません。同じ問題が正答率が低かったようです。低学年のたし算

ひき算のくり上がり、くり下がりのつまずきまた、３人の数学担当の先生方の熱心な取り組みにより、は、

中学年からのかけ算わり算にも大きく影響しているようです。高学年になると小数の問題に誤答が多く見

られました。小数点の位置の間違いも多かったのですが、概数で答える問題、あまりを出す問題などの

読み取りが十分でなく、問題の理解、読み方にも課題があることが見えてきました。 

 


